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緊急時演習(総合訓練)結果報告の概要 
 
１．訓練の目的 

本訓練は，「敦賀発電所原子力事業者防災業務計画 第２章 第７節」に基づき実施するも

のである。 

これまでの訓練における改善点を踏まえ，今回の訓練の主たる目的は，以下の２点とし，

訓練をとおして評価等を行い，原子力災害に対する災害対応の実効性の向上を図るものであ

る。 

(１)敦賀発電所１号機及び２号機の同時発災時の対応が適切に実施できることの確認 

(２)地震・津波被災後の使用可能機器を活用した対応方法の確認 

 

２．実施日時及び対象施設 

（１）実施日時 

平成２５年２月２０日（水）１０：００～１５：３０ 

（２）対象施設 

敦賀発電所 １号機及び２号機 

 

３．実施体制，評価体制及び参加人数 

（１）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (２) 評価体制 

   訓練実施場所ごとに，訓練参加者以外から評価者を選任し，第三者の観点から手順の検証

や対応の実効性等について評価し，改善点の抽出を行う。 

また，訓練終了後には，訓練参加者にて反省会を実施し，訓練全体を通した意見交換にて

相互評価を行い，改善点の抽出を行う。 

 

（３）参加人数：２７５名 

敦賀発電所           ：２２３名             

本 店             ： １３名 

協力会社            ： ３６名 

三菱若狭原子力安全統括センター ：  １名 

原子力緊急事態支援組織     ：  ２名 

別紙１ 
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４．原子力災害想定の概要 

地震・津波により敦賀発電所１号機は，全交流電源喪失により使用済燃料プールの冷却機

能の喪失に至る原子力災害を想定する。 

また，敦賀発電所２号機は，全交流電源喪失により原子炉冷却機能の喪失による，原子力

災害対策特別措置法（以下，「原災法」という。）第１５条第１項に該当する事象に至る原子

力災害を想定する。 

 

詳細は以下のとおり。 

  ・敦賀市で震度６強の地震が発生する。 

 

【敦賀発電所１号機】 

・１号機は定期検査中（全ての燃料は使用済燃料プールに移動），地震により外部電源喪失

に至るが，非常用ディーゼル発電機により電源が供給される。 

・津波の影響により，非常用ディーゼル発電機が停止し全交流電源が喪失。使用済燃料プー

ル冷却系が停止し，使用済燃料プールの冷却機能喪失に至る。 

  ・津波収束後，現場復旧活動を開始し，高圧電源車による電源確保，非常用ディーゼル発電

機の復旧対応を行うことで，使用済燃料プールの冷却を回復する。 

 

 【敦賀発電所２号機】 

・２号機は定格熱出力一定運転中，発生した地震により原子炉が自動停止，外部電源喪失に

至るが，非常用ディーゼル発電機による電源が供給される。 

・電動補助給水ポンプによる原子炉冷却を開始するが，タービン動補助給水ポンプは機器故

障により停止する。 

・津波の影響により，非常用ディーゼル発電機停止，高圧電源車からの受電設備故障により

受電に失敗し，原災法第１０条特定事象の「全交流電源喪失」に至る。 

・全交流電源喪失に伴い，電動補助給水ポンプが停止し蒸気発生器への給水機能喪失による

除熱機能が低下，加圧器逃がし弁の故障により原子炉水位が低下したため，原災法第１０

条特定事象の「非常用炉心冷却装置の作動を必要とする原子炉冷却材の漏えい」に至る。 

・さらに全交流電源喪失により，原災法第１５条特定事象の「全ての非常用炉心冷却装置の

作動失敗」に至るとともに，原子炉水位が低下，炉心が露出し，炉心損傷に至る。 

・津波収束後，現場復旧活動を開始し，高圧電源車による電源確保，所内電源復旧及び非常

用ディーゼル発電機の復旧対応を行うことで，原子炉及び蒸気発生器への給水を開始し，

原子炉水位・冷却機能は回復する。 

   

５．防災訓練の項目 

緊急時演習（総合訓練） 

 

６．防災訓練の内容 

（１）緊急時対策要員の動員訓練 

（２）通報訓練 
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（３）緊急時操作訓練（シビアアクシデント対策訓練） 

（４）電源機能等喪失時対応訓練 

（５）モニタリング訓練 

（６）原子力緊急事態支援組織対応訓練 

（７）避難誘導訓練 

  （８）その他 

    ①協力会社連携訓練 

    ②メーカ技術支援組織対応訓練 

    ③本店総合災害対策本部連携訓練 

 

７．防災訓練結果の概要 

（１）緊急時対策要員の動員訓練 

  ・本店・発電所対策本部に参集した災害対策要員の動員状況把握を実施 

（２）通報訓練 

  ・社外関係箇所への通報連絡は，通報文の作成及び通報連絡先の確認を実施 

ただし，地震による原子炉自動停止及び外部電源喪失のトラブル第１報について，所在県

市に実通報を実施 

・ＮＴＴ回線等の地上回線の不通を想定し，衛星回線テレビ会議，電話，ファクシミリ等に

より本店への実通報連絡を実施 

（３）緊急時操作訓練（シビアアクシデント対策訓練） 

  ・中央制御室における地震発生からプラント事故収束までのプラント操作及び確認は模擬と

し，シナリオ非提示型訓練を実施 

  ・中央制御室からの発電所対策本部への状況報告は，実動訓練を実施 

（４）電源機能等喪失時対応訓練 

  ・全交流電源喪失を踏まえた緊急安全対策について以下のとおり参集要員による実動訓練を

実施 

なお，訓練にあたり，本設機器へ直接影響が生じる手順は模擬とし，動作確認のみを実施 

 ①高圧電源車による電源確保 

  ａ．現場にて高圧電源車を起動し、所内電源受電の模擬訓練を実施（１号機） 

  ｂ．現場にて故障した受電しゃ断器の入替え及び中央制御室から高圧電源車を遠隔起動し，

所内電源受電の模擬訓練を実施（２号機） 

 ②低圧電源車による電源確保 

  ａ．保管場所から低圧電源車を海水除塵装置付近へ移動し，給電ケーブルの敷設を実施（１

号機） 

  ｂ．低圧電源車を保管場所から原子炉補機冷却海水ポンプ門型クレーン付近へ移動し，給電

ケーブルの敷設を実施（２号機）  

 ③消防車等による水源確保 

ａ．防火水槽を水源とし可搬式ポンプ及び消防車を配置し，使用済燃料プール送水口まで消

防ホースの敷設を実施（１号機） 
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  ｂ．ろ過水タンクを水源とし可搬式ポンプ及び消防車を配置し，消火栓用送水口まで消防ホ

ースの敷設を実施（２号機） 

  ｃ．２次系純水タンクを水源とし可搬式ポンプを配置し，復水タンクまで消防ホースの敷設

を実施（２号機） 

  ｄ．２次系純水タンクを水源とし可搬式ポンプを配置し，使用済燃料ピット送水口まで消防

ホースの敷設を実施（２号機） 

 ④海水利用型消防水利システムによる原子炉補機冷却海水系水源確保 

  ａ．海水利用型消防水利システムを保管場所から原子炉補機冷却海水ポンプ付近へ移動し，

送水ホースの敷設を実施（２号機）  

（５）モニタリング訓練 

  ・モニタリングカーを用いた発電所周辺の空間放射線量率，空気中放射性物質濃度，風向・

風速の測定について実動訓練を実施 

（６）原子力緊急事態支援組織対応訓練 

  ・原子力緊急事態支援組織との連携及び技術支援について実動訓練を実施 

（７）避難誘導訓練 

  ・地震・大津波警報発令に伴う所員・協力会社員への避難指示及び避難について実動訓練を

実施 

  ・大津波警報発令に伴う緊急車両（消防車，救急車，モニタリングカー）の高台への避難に

ついて実動訓練を実施 

（８）その他 

  ①協力会社連携訓練 

・電源確保，水源確保，モニタリング，建物等の点検について実動訓練を実施 

・燃料，資機材調達等について模擬訓練を実施 

・衛星電話の通信，ネットワーク切替復旧等の支援について実動訓練を実施 

  ②メーカ技術支援組織対応訓練 

・三菱若狭原子力安全統括センターとの連携及び技術支援について実動訓練を実施 

③本店総合災害対策本部連携訓練 

・本店総合災害対策本部の設置，原子力施設事態即応センターの模擬設置，原子力事業所災

害対策支援拠点の設置位置決定，政府関係者との情報共有の模擬訓練を実施 

 

８．訓練の評価 

「１．訓練の目的」で設定した主たる目的２点についての評価結果は以下のとおり。 

（１）敦賀発電所１号機及び２号機の同時発災時の対応が適切に実施できることの確認 

発電所対策本部長は，１号機及び２号機の同時発災を確認した後，１号機指揮者及び２号

機指揮者をそれぞれ指名した。また，運転班，保修班に１号班及び２号班を設置し，同時発

災時の情報収集，対策立案及び現場対応が確実に実施されることを確認することができた。 

(２) 地震・津波被災後の使用可能機器を活用した対応方法の確認 

地震・津波被災後の設備の状況が不明な中で，手順に基づき工学的安全施設，電気・機械

設備，放射線管理設備，建物等の地震・津波被害状況確認が適切に行われたうえで対応方法

の検討が実施されることを確認することができた。 
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９．今後に向けた改善点 

訓練において抽出された今後の改善点は，以下のとおり。 

・トラブル連絡票の作成・内容確認に時間を要した。オフサイトセンター等での迅速な対応

に必要な原災法第１０条，１５条の通報は，タイムリーに発信することが重要であるため

時間短縮の方法を検討する。 

・発電所本部長の事故時の対応判断及び指揮命令を一層確実にするため,本部長を補佐する

副原子力防災管理者の具体的支援業務の内容を検討する。 

・本店等，発電所の支援を実施する拠点では，発電所事故対処状況，設備復旧状況等を発電

所の要員からの情報発信に頼ることなく，システムやテレビ会議を通じて情報を容易かつ

適時的に共有できる手段を検討する。 

 

以  上 
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要素訓練結果の概要 
 
１．訓練の目的 

敦賀発電所においては，原子力災害発生時にあらかじめ定められた機能を有効に発揮

できるようにするため，緊急時に行う復旧作業等の訓練を実施している。その中で，復

旧作業に係る機器の取り扱い等についての要素訓練を実施し，復旧作業等に係る技能の

維持・向上を図ることを目的とする。 

 

２．実施日および対象施設 

（１）実施日 

平成２４年９月１９日（水）～平成２５年３月３１日（日） 

（２）対象施設 

敦賀発電所 １号機及び２号機 

 

３．実施体制，評価体制及び参加人数 

（１）実施体制 

     訓練毎に実施責任者を設け，実施担当者が訓練を行う。 

     詳細は，「添付資料１」のとおり。 

   (２) 評価体制 

     定められた手順どおりに訓練が実施されたかを実施責任者が評価する。 

（３）参加人数 

    ①モニタリング訓練      ：  ６名 

    ②アクシデントマネジメント訓練：１９３名 

    ③電源機能等喪失時対応訓練  ：６０５名 

 

４．原子力災害想定の概要 

（１）モニタリング訓練 

   放射性物質の放出により敷地内の空間放射線量率または空気中の放射性物質濃

度が上昇した状態を想定 

（２）アクシデントマネジメント訓練 

   全交流電源喪失により原子炉の冷却機能が全て喪失し，原子力災害対策特別措 

置法第１５条事象に至る事象を想定 

  （３）電源機能等喪失時対応訓練 

 全交流電源喪失，原子炉除熱機能喪失及び使用済燃料プール除熱機能喪失を想

定 

 

５．防災訓練の項目 

要素訓練 

参 考 
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６．防災訓練の内容 

（１）モニタリング訓練 

（２）アクシデントマネジメント訓練 

（３）電源機能等喪失時対応訓練 

 

７．訓練結果の概要 

（１）モニタリング訓練 

    ・モニタリングポスト，エリアモニタ及び放水口モニタ等のデータ監視，記録作

成について実動訓練を実施 

・緊急時影響評価システムを用いた最大空間放射線量率出現予測地点，大気中放

射性物質最大濃度出現地点における線量評価について実動訓練を実施 

・モニタリングカー及び可搬式モニタリングポストを用いた空間γ線量率の測定，

モニタリングカーによる試料採取・測定について実動訓練を実施 

（２）アクシデントマネジメント訓練 

・アクシデントマネジメントガイドラインの基本的な使用方法の机上訓練を実施 

    ・シビアアクシデントシミュレーションコードを用いて解析を迅速に行うための

机上訓練を実施 

    ・事務局からプラントパラメータを適時提示し，アクシデントマネジメントガイ

ドラインを用いて，影響緩和方策を摘出する机上訓練を実施 

また，重要なプラントパラメータが欠測したり誤った値を表示している場合や

影響緩和に用いる機器が多重に故障している場合の対応手順の検討を実施 

（３）電源機能等喪失時対応訓練 

    ・全交流電源喪失，原子炉除熱機能喪失及び使用済燃料プール除熱機能喪失を踏

まえた緊急安全対策の各対策について個別に緊急時対策要員による実動訓練を

実施 

    ・訓練にあたり，本設機器へ直接影響が生じる手順は模擬とし，現場での動作確

認または机上での手順確認を実施 

 

８．訓練の評価 

各要素訓練について定められた手順どおりに訓練が実施されていることを確認できた。 

訓練毎の評価結果は，「添付資料１」のとおり。 

 

９．今後に向けた改善点 

各要素訓練で抽出された改善点及び今後に向けた改善点は，「添付資料１」のとおり。 

 

１０．添付資料 

   添付資料１：要素訓練の概要 

以  上 
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シ
ナ

リ
オ

非
提
示

と
し
，

事
務

局
が

与
え

る
状

態
に

応
じ

た
対
応

手
順

の
検

討
を

実
施

 

 

①
安

全
管

理
室

炉
心
・
燃
料
グ

ル
ー
プ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

 

②
原

子
力

防
災

要
員

 

良
 

特
に

な
し

 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
シ

ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ド
を

用

い
た

訓
練

の
他

に
，

敦
賀

総

合
研

修
セ

ン
タ

ー
の

フ
ル

ス

コ
ー

プ
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
を

活

用
し

た
，

ア
ク

シ
デ

ン
ト

マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
対

応
訓

練
の

検

討
を

行
う

。
 

３
．

電
源

機
能

等
喪

失
時

対
応

訓
練
（

実
施

回
数

：
１

６
４

回
，
参

加
人

数
：

６
０

５
名

）
 

概
要

 
実

施
体
制

 

（
①

実
施

責
任

者
，

②
実

施
担

当
者
）
 

評
価

結
果

 
当

該
期
間

中
の

改
善

点
 

今
後

に
向

け
た

改
善

点
 

電
源

機
能

等
喪

失
時

対
応

訓
練

 
【

電
源
確

保
】

 

①
総

務
室

安
全

・
防

災
グ

ル
ー

プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

 

②
原

子
力

防
災

要
員

 

良
 

高
台

に
設

置
し

た
高

圧
電

源
車

エ
リ

ア
と

の
通

信
を

確
実

に
す

る
た

め
に

，
Ｐ
Ｈ

Ｓ
用

ア
ン

テ
ナ

を
拡

充
し

た
。

 

特
に

な
し

 
全

交
流

電
源

喪
失

，
原

子
炉

除
熱

機
能

喪
失

及
び

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

除
熱

機
能

喪
失

を
踏

ま
え

た
緊

急
安

全
対

策
の

各
対

策
に

つ

い
て

個
別

に
緊

急
時

対
策

要
員

に
よ
る

実
動

訓
練

を
実

施
 

訓
練

に
あ

た
り

，
本

設
機

器
へ

直
接

影
響

が
生

じ
る

手
順

は
模

擬

と
し

，
現

場
で

の
動

作
確

認
ま

た
は
机

上
で

の
手

順
確

認
を

実
施

 

    

【
水

源
確

保
】

 

①
総

務
室

安
全

・
防

災
グ

ル
ー

プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

 

②
原

子
力

防
災

要
員

 

 

良
 

 

多
岐

に
わ

た
る

水
源

ル
ー

ト
確

保
の

た
め

，
ホ
ー

ス
接

続
用

集
水

器
（

分
岐

金
具

）

を
配

備
し

た
。

 

非
常

用
資

機
材

の
動

力
燃

料

を
軽

油
に

統
一

す
べ

く
，

現

状
使

用
し

て
い

る
可

搬
式

ポ

ン
プ

の
駆

動
燃

料
を

ガ
ソ

リ

ン
か

ら
軽

油
に

変
更

し
た

型

式
の

ポ
ン

プ
導

入
の

検
討

を

行
う

。
 


